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Ⅳ．原子核実験グループ   
吉野異平、小松原哲郎、向 淳子、石原真之、李 相茂、溝田武志、豊川秀訓、青木保夫、   
田岸義宏、竹内堆三、八木浩輔、三明鹿部、新井一臥栗田和好、富沢和之、加藤純堆  
【1】垂イオン核分光学および加速ビームの境界領域への応用  
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図一1に示した電磁石とシリコン検出器によるスベクトロメーターをテストしている。   
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が、質塁数A～130領域では124csと共に我々が初めて触軌＝ノたものである。   
他の様にも顆似の現象が有るか否かを見るために、図一4にCsとLaのアイソトープ  
のイラストバンドを比較して示した。縦軸には△J＝1の遷移エネルギーをスピンJの  
一23－   
開放としてプロットしてあり、白丸が偶数スピン状態のエネルギーと奇数スピン状態のエ   
ネルギーとの差を表す。指標逆転は騙子数55のCs7イソトープで系統的に起きている   
と考えられる。またLaアイソトープでも起きているように見える。ただしスピンが実験   
的に決められたのは121c5と126c5だけであり、他の核では近隣の接におけるバンド交差   
などから推定したものに過ぎず、1～2たの曖昧さが残っていることに注意しなけれはな   
らない。  
指標逆転現象は質宜致A∧J160領域の奇奇核にも報告されている。賀丘致A～160   
領域でほ、隕子が変形殻横型でh叫2、n…7ノ2軌道に、中性子がil叩、n～1／2軌道を   
占める奇奇掠で指標逆転が観測される○一方、131csと1コ8csでは陽子はhl埴、n～1／2   
軌道に、中性子はhl招、n～5／2軌道を占める○ここで五千致nに注目すると、質量数   
A【■130鎖域の奇奇核と質量数A～160領域の奇奇按とで中性子と陽子のnの値が入れ   
替わっていることがわ・かる。指捷逆転の械楳はまだ明らかではないが、隕子と中性子のう   
ちどちらか一方が皇子致nの大きな値を持ち、他方が小さなnを持つという点は両方の   
領域で共通しているように見える。   
（3）128Laの低励起状態（早川岳人1）、同 房子、小松原哲郎、古野興判  
先に我々は121csと126csにおいて、イラストバンドの指棲逆転現象を確認したが、   
A～130領域で実験的にはっきりと指標逆転が観測されたのは二例しかなく、もっと系   
統的なデーターが必要である。本研究はその根に沿って、1胡Laのイラストバンドのスピ   
ン、特にバンドヘッドのスピンを実験的に決める事を目的として行なってもtる。  
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Ge検出掛こ信号が発生するまでの時間をMultistopTDCで測定したo hlultistopTDC  
の時間分解能は1秒である。照射と測定を2分－2分、6分－6分、2D分－20分の三つの  











に、ガンマーガンマ同時計数実嘩を行ない、現在その解析を進めている。   
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殻横型を基礎とした相互作用ポソン模型（柑M）では7＝00がSU（封、7＝600がU（5）、  
































Ⅳ打と中性子ポソン敬礼が等しく 軋＝軋のとき、0（6）の極限でMl強度は鏡映対  
称性による規則性があるが、園－8に示したデーターはこのIBM－2の規則性とほぼ→致  
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図－9 加速器センターにおけるAMSシステム。図は11cの分析の例。  
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Y＝C・（dE佃x）n n＝l．1．5，ヱ  
で表され、しかもある阻止能（dE肋）。．itを墳に、異なる指数nを持った関数に移り変わる  
ことoもうひとつは（dEMx）c，iLが二次イオン種によらず、～10MeV／mdcm2になることで  
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【3】 スピン偏桓層反応実験（青木保夫、田岸義宏）  
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【4】高エネルギー原子核実験（八木浩輔、三明鹿部、新井一郎、栗田和好、宮沢和之）   
（1）高エネルギー重イオン衝突実験（三明康郎、栗田和軌加藤純雄、八木浩輔）   
a）衝突型高エネルギー重イオン加速器（RHIC）におけるフェニックス寛政   
高温高密度状怒ではクオークとグルオン系は閉じ込めから解放され、クオーク・グルオンプラズマ  
（QGP）状腰に相転移を起こすと考えられている。このQGPを生成L、その性質を調べる研究を  














囲：衝突型高エネルギー重イオン加速器におけるフェニックスの測定装置（左剛 と  
フェニックス実験の高分解能飛行時間測定装置（右図）。  
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左園：金の標的傾を用いたときのⅩ＋と冗＋の収量比の入射核質量数依存性。  
右図：Si＋Au中心衝突において観潮されたE十K‾から組んだ不変質量分布。  


















（1）打‾＋＝c→ A＋X at 4Ge†／亡  
（2）汀‾＋●Li→ A＋X at 4Ge†／c  
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れたA粒子の偏極度は実験室系g80 付近で大きな正の値を示す分かった（囲3）。このような  
包含反応での大きな偏極度の出現は、それ自棒大きな驚きであり、どのような機構が働いてい  
るのか、興味深い。実験結果を理解するため、2つの理論的なモデル、  
（1）楼内のFermi運動を考慮した素過程7T．＋p→ ＾＋KOの重ね合せ（ハドロン描僅）  
（2）コヒーレント・チューブによる生成と再結合時のトーマス歳差右採りいれたクォ  
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囲3．偏極度：破線と実線はそれぞれ（1）およぴ（2）のモデル計算．  
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